




Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 23) 
Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status of 
Preschool Children in a Suburb Quarter from 1972 to 1987




































初回調査ｺ和47年度 第2回調査ｺ和52年度 第3回調査ｺ和57年度 第4回調査ｺ和62年度
婁糊25名 雛｝・・名 翻i8名婁糊21名
平均年齢5．5歳 平均年齢5．3歳 平均年齢5．3歳 平均年齢5，0歳
幼稚園園児 幼稚囲園児 幼稚園園児 幼稚園園児
常用動労者世帯 常用鋤労者世帯 常用勤労者世帯 常用動労者世帯






















年齢・性 4－－5歳 6 歳
食品群









い　　　も　　　類 30 30 30 30
砂　　　糖　　　類 5 5 1⑪ 10
葉　　　子　　　類 40 40 50 45
演　　　脂　　　類 10 工0 10 10
豆　　　　　　　類 4⑪ 40 40 弓0
繰黄　色　野菜 50 5G 55 55
その他の野菜 100 100 110 116
果　　　実　　　類 1⑪0 10⑪ 10G 100
（海　　草　　類） （1） （王） （1－2） （ト2）
魚　　　介　　　類 3G 39 4■ 40
肉　　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　類 50 50 50 50













































































































































朝　　　　食 昼　　　　食i弁　　　当） 夕　　　　食 3　食別｣立型 間　　　食
米販 野粟サソドウィッチ 米飯 アイスクリーム




















、 かまぼこ，焼のり ジ 白菜潰，みかん
ふりかけ，エルピー 金平ごぼう
牛乳
トースト おにぎり 米飯 せんべい






昭 りんご 牛乳 野菜サラダ?
枝豆
52









、 牛乳 りんご ほうれん草とかまぼこの
みかん， 牛乳 浸し
みかん
トースト 米飯 米飯 アイスクリーム








年 トースト 米飯 米飯 せんぺい? ウインナーソーセージ 豚肉生姜焼き カッ井（豚肉，卵） クッキー
冬 野菜妙め ほうれん草ソテー みそ汁（とうふ，なめこ） e・d・cみかん
ココア入り牛乳 コロンケ（市販の冷凍品） 金平ごぼう
牛乳 濃物（白菜，野沢菜）
トースト おにぎり 米飯 アイスクリーム
ブレーソオムレツ 卵焼き みそ汁（豆腐，わかあ） ブリソスメロγ
サラダ（きゅうり，レタ ミートボ・一ル 鶏肉の唐揚げ昌 せんべい?
ス，トマト） 野菜妙め サラダ（キ苧ベツ，きゅ e・d・c




年 米飯 サソドウィヅチ 米飯 乳酸菌飲料


























































































































































































































































































































































































































































































































































































摂取割合 摂取不足50％以下 適量摂取91－－110％ 多量摂取 201％以上
食品群別調査年度 昭和47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年
穀1一　　　類 9 19 44 29 22 26
〔〕
5 o o o 0
い　　’も　　類 32 30 11 5 9 12 17 19 17 28 o 19
砂　　樋　　類 23 41 44 43 11 14 6 14 33 14 o 5
油　　脂　　類 20 7 o 0 12 5 17 19 35 37 0 lo
豆一　　　類 26 51 28 19 13 7 6 56 4 5 6 5
緑黄色野菜 51 61 39 o 11 9 6 0 o 0 0 o
その他の野菜 11 14 11 0 20 12 22 0 5 9 0 o
果　　実　　類 4 15 6 o 5 2 22 o 48 8 6 o
魚　　介　　類 12 26 o o 10 9 11 19 28 26 6 14
肉　　　　類 15 7 o o 12 5 o 56 16 26 50 14
卵　　　　　類 21 21 22 29 ⊥6 19 6 10 2 9 o o



















































































































































































































































一黛こ　　摂取割合 摂取不足 50％以下 適五t摂取 91－110％ 多五窒摂取 151％以上
　　　　　　　調査年度柴i産素等 昭和47年
52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年
エ　　ネ　ル　　ギ　　ー o o o
? 26 47 22 0 o 5
? 0
総タ　ソパク質 o o o o 11 19 33 o 5 18 6
?
動物性タソパク質 o o 0 o 工1 20 11 o 21 26 33 9
脂　　　　　　　質 o o 0 0 11 35 11 o 16 27 17 o
カ　ル　　シ　　ウ　　ム o 9 o 0 0 26 17 0 47 27 39 o
鉄 o o 0 o 68 20 17 0 o 14 0 o
ビ　タ　　ミ　ソ　A o 12 o o 26 26 50 o 11 22 17 0
ビ　タ　ミ　ソ　臥 o o 0　’ o 37 28 33 o 5 7 11 0
ビ　タ　　ミ　ソ　B2 0 7
? G ‘2 19 33 0 o 9 o o
ビ　タ　　ミ　ン　C

















































































































































































































平均値 3．2 工．8 56．3 3．5 O．8 22．9 3．o 1』 33．3 3．3 O．5 15．2
1日当り歩行歩数 11，0112，06118．7
要量に照らすならぽ，摂取エネルギー比を適正域に戻
す努力は必要であろう。
　5．体位・体力評価等の15年間の推移
　表11に示すように，体位基準値に対する身長の比率
etg9．O→101．2→99．1→leo．4％，同じく体重の比率は
94．1・．101．1→95．7→98．6％であり，体重の比率の各調
査年ごとの変動がやや大であるが，対象児の体位はお
おむね適正範囲にあるといえよう。体力評価は，筋持
久力が2．7→2．6→2，2へ漸次低下しやや低値であり，平
衡力が3．7～4．0とややすぐれている等の傾向も見受け
られるが，4種目の平均値は3．0－3．5と中位の成績で
あった。なお，対象児の1日当りの歩行歩数は，62年
度において初めて測定したものであるが，11，ell±
2，061歩であった。幼児の万歩計による運動量の測定に一
ついては，相川ら2S）の東京都と神奈川県の保育園にお
ける3歳児97名の成績があり，その平均値は8、OOO　一一
10，000歩の範囲にあウ，本対象児の成績が日常性を欠
いたものではないことをうかがわせる。歩行歩数の測
定値は，幼児栄養との関連性における運動量の一つの
指標ともなり得るものであり，今後共測定を継続し，
データを集積して行きたい。
　以上のごとく，日本経済の高度成長の最盛期より低
成長率時代に至る約15年間の時代的推移による都市近
郊幼児の食生活変客の実態を10～25名の事例について
観察したのであるが，時代を反映してか，当初より多
量摂取食品も含まれる潤沢な摂取状況であり，むしろ
逐年適正域へ漸減傾向をとりつつ，おおむねは好まし
い摂取水準に至った。この動向は，山・農村幼児の場
合と対照的であった。昭稲60年代前半において，糖質・
脂肪・タンパク質エネルギー比および動物性タソパク
質比がそれぞれ適正域にあり，また，穀類エネルギー
比が40％に接近し，その他の摂取栄養指標が中庸に位
置している，いわゆる好ましい摂取水準に至ったのは，
著者らの調査対象においてはひとり山村幼児のみであ
り，都市近郊幼児の場合は，57年度に適正域を逸脱し
たが，再びそれへ回帰し始めようとしているのが現況
のように推察される。これら幼児の食物・栄養素等摂
取の都市化傾向の行方も，成人病予防に対置した幼児
期栄養指導上の一示唆として，今後共見守って行きた
いと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和47年，
52年，57年および62年度の都布近郊幼児の，食物・栄
養素等摂取状況について検討を加えた。対象児は4
－一　6歳児10／・｝　25名で四季の各連続3日間（通年12日間）
の食物摂i取量を個人別に秤量調査し，食品構成目安量
ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5
－一　15年間の推移の状況を調べ，以下の結果を得た。
一一一P22一
幼児の食生活に関する研究（第23報）
　（1｝摂取食品数は，57年度に30種類に至ったが，他
は26－－29種類であり，動物性食品数は6・－7種類で15
年間さしたる変動はなかった母
　②　食品摂取状況は，15年の問さしたる変動のみら
れなかったのは豆類のみで，米・穀類，砂糖・菓子・
果実・卵類が有意に減少，緑黄色野菜のみが有意に増
加して目安量を超えた．62年度に至って卵・貌類が目
安量以下に減じ，その摂i取割合は75，82％となった。
また，穀類のそれは82．2→59．2％に減じた。
　（3）栄養素等摂i取状況は，15年間に適量摂取域内で
はあるものの，エネルギー（摂取割合117－－102％）と
鉄（同108－94％）が有意に減少，ビタミンAのみが有
意に増加した。また，ビタミソDの摂取割合は59－17％
へ有意に減少した。
　㈲　摂取エネルギー比については，i毅類（40→
35％）・糖質（59→53→51→54％）エネルギー比は漸減，
脂肪エネルギー比（28→32→34→31％）漸増後減少，
タソパク質エネルギー比は漸増して横ばいで推移し
た。
　｛5）動物性タンパク質比は漸増後減少して54．1％に
なり，摂取エネルギー－1，　ooekcal当りコ】／ステロール・
食塩摂i取量はやや漸増，P／Sは漸減，王（eyの食事因子
φ量，Na／K，およびP／Caは漸増傾向をそれぞれ示
した。
　（6）対象児の体位は体位推計基準値に比し，身長
（99　一一　110％），体重（94～101％）共に適正範囲にあり，
体力評価は中位の成績であった。
　⑦対象児の平均1日当り歩行歩数は11，011±
2，061歩であった。
　終りに臨み，本研究に際し御懇篤なご指導を賜わり
ました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医学部公衆衛
生学教授豊嶋英明先生，コンビa一タ処理によるデー
タ解析についてご指導を賜わりました同講師林　千治
先生ならびに同助手宮西邦夫先生に深く感謝申し上げ
ます。また，15年間の各調査時期に煩雑な調査に真摯
にご協力下さいました調査対象世帯の方々，とくにお
母様方に心より感謝申し上げます。
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